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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭素数３以下のアルキル基を有する２－シアノアクリル酸エステル（ａ）と、前記２－
シアノアクリル酸エステルに分散可能な磁性粉末（ｂ）とを含有し、
　前記磁性粉末（ｂ）の含有量は、前記２－シアノアクリル酸エステル（ａ）１００重量
 部に対し、５～５００重量部であり、
　前記磁性粉末（ｂ）が、マルテンサイト系ステンレス鋼、フェライト系ステンレス鋼、
 オーステナイト・フェライト二相ステンレス鋼、及び析出硬化ステンレス鋼からなる群
よ り選択される少なくとも１種のステンレス鋼であり、
　前記ステンレス鋼の体積基準のメジアン径が、２０～２００μｍである、磁性を有する
２－シアノアクリレート系接着剤組成物。
【請求項２】
　前記ステンレス鋼の体積基準のメジアン径が、５５～７５μｍである請求項１に記載の
 磁性を有する２－シアノアクリレート系接着剤組成物。
【請求項３】
　前記ステンレス鋼中の硫黄含有量は０．０３重量％以下であり、前記ステンレス鋼中の
 ニッケル含有量は０．６重量％以下であり、かつ、前記ステンレス鋼中のマンガン含有
量 は０．５重量％以下である請求項１又は２に記載の磁性を有する２－シアノアクリレ
ート 系接着剤組成物。
【請求項４】
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　さらにヒュームドシリカを含有し、前記ヒュームドシリカの含有量は、前記２－シアノ
 アクリル酸エステル（ａ）１００重量部に対し、１～３０重量部である請求項１～３の
い ずれか１項に記載の磁性を有する２－シアノアクリレート系接着剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は２－シアノアクリル酸エステル及び磁性粉末を含有する２－シアノアクリレー
ト系組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２－シアノアクリル酸エステルを含有する２－シアノアクリレート系組成物は、そのア
ニオン重合性により、被着体表面に付着する僅かな水分等の微弱なアニオンによって重合
を開始し、各種材料を短時間で強固に接合することができる。そのため、所謂、瞬間接着
剤として、工業用、医療用及び家庭用等の広範な分野において用いられている。従来、２
－シアノアクリレート系組成物には、要求される機能を付与するために、安定剤、硬化促
進剤、増粘剤、及び可塑剤等の各種成分が配合されているが、前記のアニオン重合性のた
め、配合可能な成分は限定されている。そのため、接合部分に磁性を持たせるためには、
例えば特許文献１のように、予め該接合部分に磁性粉体を充填し、これに２－シアノアク
リレート系組成物を塗布して被着体を固定する必要があった。
　一方、磁性を有する接着剤組成物としては、従来から各種の接着剤組成物が提案されて
おり、電子部品等の接合部分に磁性を付与するためなどに使用されている。例えば、特許
文献２にはエポキシ樹脂にＦｅ、及びＦｅ－Ｓｉ等の強磁性粉末を配合した強磁性接着剤
が開示されている。また、特許文献３には、二液からなるアクリル系接着剤の一方の液に
、鉄粉などの強磁性体粉末を配合した接着剤組成物が開示されている。更に、特許文献４
には、熱硬化型シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、湿気硬化型樹脂、アクリル樹脂、紫外線
硬化型樹脂の少なくとも１種と、Ｍｎ－Ｚｎフェライト磁性粉末とからなる磁性接着剤が
開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭５８－２１５４７６号公報
【特許文献２】特開平１－２８９８８３号公報
【特許文献３】特開昭５９－９１１６５号公報
【特許文献４】特開平８－１２０２３４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の固定方法では、磁性粉末と２－シアノアクリレート系組成
物を別々に塗布しなければならず、作業性が悪いうえ、壁面などは磁性粉末を充填するこ
とができないという問題がある。特許文献２～４に開示されるエポキシ樹脂、アクリル樹
脂などは、二液硬化型のため混合作業が必要となる。また、特許文献４に開示される熱硬
化型シリコーン樹脂や、紫外線硬化型樹脂は、加熱装置や紫外線照射装置が必要となる。
特許文献４には、湿気硬化型樹脂も記載されているが、２－シアノアクリレート系組成物
に適した磁性粉末については何ら開示されていない。
【０００５】
　本発明は、前記の従来の状況に鑑みてなされたものであり、磁性を有する一液常温硬化
型の２－シアノアクリレート系組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、特定の磁性粉末を２－シアノアクリル酸エステルに配合することにより
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、貯蔵安定性が良好な２－シアノアクリレート系組成物が得られることを見出し、本発明
を完成させるに至った。
【０００７】
　すなわち、本発明は、その一局面によれば、２－シアノアクリル酸エステル（ａ）と、
前記２－シアノアクリル酸エステルに分散可能な磁性粉末（ｂ）とを含有し、前記磁性粉
末（ｂ）の含有量は、前記２－シアノアクリル酸エステル（ａ）１００重量部に対し、５
～５００重量部である、磁性を有する２－シアノアクリレート系組成物を提供する。
　本発明の好ましい態様によれば、上記磁性粉末（ｂ）は、ステンレス鋼である。
　本発明の別の好ましい態様によれば、上記ステンレス鋼は、マルテンサイト系ステンレ
ス鋼、フェライト系ステンレス鋼、オーステナイト・フェライト二相ステンレス鋼、及び
析出硬化ステンレス鋼からなる群より選択される少なくとも１種である。
　本発明の更に別の好ましい態様によれば、上記ステンレス鋼の体積基準のメジアン径は
、１～２００μｍである。
　本発明の更に別の好ましい態様によれば、上記磁性を有する２－シアノアクリレート系
組成物は、さらにヒュームドシリカを含有し、前記ヒュームドシリカの含有量は、上記２
－シアノアクリル酸エステル（ａ）１００重量部に対し、１～３０重量部である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の２－シアノアクリレート系組成物は、２－シアノアクリル酸エステルと、特定
の磁性粉末とを含有しているため、製造時の安定性及び貯蔵安定性が良好である。また、
前記磁性粉末が、特定のステンレス鋼である場合には、製造時の安定性及び貯蔵安定性が
より優れた２－シアノアクリレート系組成物とすることができる。２－シアノアクリレー
ト系組成物が、更にヒュームドシリカを含有する場合は、磁性粉末の沈降を防止すること
ができる。この磁性を有する２－シアノアクリレート系組成物を用いて、様々な被着体に
極めて簡便に磁性部を形成することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の２－シアノアクリレート系組成物について詳しく説明する。本発明の２
－シアノアクリレート系組成物は、２－シアノアクリル酸エステル（ａ）と、前記２－シ
アノアクリル酸エステルに分散可能な磁性粉末（ｂ）とを含有し、前記磁性粉末（ｂ）の
含有量は、２－シアノアクリル酸エステル（ａ）１００重量部に対し、５～５００重量部
である。
【００１０】
　前記「２－シアノアクリル酸エステル（ａ）」としては、この種の２－シアノアクリレ
ート系組成物に一般に使用される２－シアノアクリル酸エステルを特に限定されることな
く用いることができる。この２－シアノアクリル酸エステルとしては、２－シアノアクリ
ル酸のメチル、エチル、クロロエチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、アリル、プロパギ
ル、ｎ－ブチル、ｉ－ブチル、ｎ－ペンチル、ｎ－ヘキシル、シクロヘキシル、フェニル
、テトラヒドロフルフリル、ヘプチル、２－エチルヘキシル、ｎ－オクチル、２－オクチ
ル、ｎ－ノニル、オキソノニル、ｎ－デシル、ｎ－ドデシル、メトキシエチル、メトキシ
プロピル、メトキシイソプロピル、メトキシブチル、エトキシエチル、エトキシプロピル
、エトキシイソプロピル、プロポキシメチル、プロポキシエチル、イソプロポキシエチル
、プロポキシプロピル、ブトキシメチル、ブトキシエチル、ブトキシプロピル、ブトキシ
イソプロピル、ブトキシブチル、２，２，２－トリフルオロエチル及びヘキサフルオロイ
ソプロピル等のエステルが挙げられる。これらの２－シアノアクリル酸エステルは１種の
み用いてもよく、２種以上を併用してもよい。また、これらの２－シアノアクリル酸エス
テルのうち、硬化性に優れることから、炭素数３以下のアルキル基を有する２－シアノア
クリル酸エステルが好ましく、２－シアノアクリル酸エチル、２－シアノアクリル酸ｎ－
プロピル、又は２－シアノアクリル酸ｉ－プロピルがより好ましい。
【００１１】
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　上記「磁性粉末（ｂ）」は、２－シアノアクリル酸エステルに分散可能な磁性粉末であ
ればよく、特に限定されない。ここで、２－シアノアクリル酸エステルに分散可能とは、
磁性粉末を２－シアノアクリル酸エステルに添加した２－シアノアクリレート系組成物が
、室温（１５～３０℃）で１２時間後に流動性を有していることをいう。この磁性粉末と
しては、鉄粉以外の金属及び合金類、フェライトに代表される金属酸化物などの微粉末が
挙げられる。これらの中でも、２－シアノアクリル酸エステルへの分散性の点から、ステ
ンレス鋼が好ましい。更に、強磁性を有することから、マルテンサイト系ステンレス鋼、
フェライト系ステンレス鋼、オーステナイト・フェライト二相ステンレス鋼、及び析出硬
化ステンレス鋼からなる群より選択される少なくとも１種であることがより好ましい。前
記ステンレス鋼以外のオーステナイト系ステンレス鋼であっても、加工を繰り返すことに
より組織がマルテンサイト化し、磁性を有したステンレス鋼であれば用いることができる
。
【００１２】
　上記ステンレス鋼は鉄を主成分とし、クロム、ニッケル、マンガン、及び硫黄等を含む
合金鋼であるが、ステンレス鋼中の硫黄含有量は０．０３重量％以下であり、かつ、ニッ
ケル含有量は０．６重量％以下であることが好ましい。また、マンガンは０．５重量％以
下であることが好ましい。ステンレス鋼中の硫黄、ニッケル及びマンガンは、２－シアノ
アクリル酸エステルの重合を促進させる元素であり、できるだけ少ない方が好ましい。ス
テンレス鋼中の硫黄、ニッケル及びマンガン含有量が前記範囲内であれば、ステンレス鋼
を２－シアノアクリル酸エステルに添加した時の分散性や、２－シアノアクリレート系組
成物の貯蔵安定性が良好となる。
【００１３】
　磁性粉末の粒子径は、レーザー回折式粒度分布計で定義することができ、脱イオン水中
に分散させた状態で測定し、体積基準で解析したメジアン径を粒子径の代表値として用い
ることができる。磁性粉末として用いる場合、あまり粒子径が小さいと、２－シアノアク
リル酸エステルへの分散性が悪く、また組成物の粘度も高くなり過ぎて扱いにくくなる場
合がある。一方、あまり粒子径が大きいと、組成物中で沈降し易くなるため、メジアン径
で１～２００μｍであることが好ましく、１０～１５０μｍであることがより好ましく、
２０～１００μｍであることが更に好ましく、５５～７５μｍであることが特に好ましい
。磁性粉末のメジアン径が５５～７５μｍの範囲内であると、硬化物がより強力な磁性を
発現する。
【００１４】
　２－シアノアクリレート系組成物における磁性粉末の含有量は、２－シアノアクリル酸
エステルを１００重量部とした場合に、５～５００重量部である。磁性粉末の含有量は、
７～４５０重量部であることが好ましく、１０～４２０重量部であることがより好ましい
。磁性粉末の含有量が５重量部未満であると、硬化部分に十分な磁性を持たせることがで
きない。一方、磁性粉末の含有量が５００重量部を超えると、２－シアノアクリレート系
組成物の流動性が悪く、作業性が低下する傾向にある。また、当該組成物の貯蔵安定性が
悪くなる場合がある。
【００１５】
　２－シアノアクリレート系組成物にはヒュームドシリカを含有させることもできる。こ
のヒュームドシリカは、超微粉（一次粒子径が５００ｎｍ以下、特に１～２００ｎｍ）の
無水シリカであり、この無水シリカは、例えば、四塩化ケイ素を原料とし、高温の炎中に
おいて気相状態での酸化により生成する超微粉（一次粒子径が５００ｎｍ以下、特に１～
２００ｎｍ）の無水シリカであって、親水性の高い親水性シリカと、疎水性の高い疎水性
シリカとがある。このヒュームドシリカとしては、いずれも用いることができるが、２－
シアノアクリル酸エステルへの分散性がよいため疎水性シリカが好ましい。
【００１６】
　親水性シリカとしては市販の各種の製品を用いることができ、例えば、アエロジル５０
、１３０、２００、３００及び３８０（以上、商品名であり、日本アエロジル社製である
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）等が挙げられる。これらの親水性シリカの比表面積は、それぞれ５０±１５ｍ2／ｇ、
１３０±２５ｍ2／ｇ、２００±２５ｍ2／ｇ、３００±３０ｍ2／ｇ、３８０±３０ｍ2／
ｇである。また、市販の親水性シリカとしては、レオロシールＱＳ－１０、ＱＳ－２０、
ＱＳ－３０及びＱＳ－４０（以上、商品名であり、トクヤマ社製である）等を用いること
ができる。これらの親水性シリカの比表面積は、それぞれ１４０±２０ｍ2／ｇ、２２０
±２０ｍ2／ｇ、３００±３０ｍ2／ｇ、３８０±３０ｍ2／ｇである。この他、ＣＡＢＯ
Ｔ社製等の市販の親水性シリカを用いることもできる。親水性シリカの比表面積は、２０
～６００ｍ2／ｇであることが好ましい。
【００１７】
　更に、疎水性シリカとしては、親水性シリカを表面処理して疎水化することにより生成
する製品を用いることができる。この親水性シリカの表面の処理は、例えば、親水性シリ
カの表面に存在するヒドロキシ基と反応して、該表面に疎水基の層を形成し得る化合物、
又は親水性シリカの表面に吸着されて、該表面に疎水性の層を形成し得る化合物と、親水
性シリカとを溶媒の存在下又は不存在下に接触させ、好ましくは加熱することで行うこと
ができる。
【００１８】
　親水性シリカを表面処理して疎水化するのに用いる化合物としては、ｎ－オクチルトリ
アルコキシシラン等の疎水基を有するアルキル、アリール、アラルキル系の各種のシラン
カップリング剤、メチルトリクロロシラン、ジメチルジクロロシラン、ヘキサメチルジシ
ラザン等のシリル化剤、ポリジメチルシロキサン等のシリコーンオイル、ステアリルアル
コール等の高級アルコール、及びステアリン酸等の高級脂肪酸などが挙げられる。疎水性
シリカとしては、いずれの化合物を用いて疎水化された製品を用いてもよい。
【００１９】
　市販の疎水性シリカとしては、例えば、シリコーンオイルで表面処理され、疎水化され
たアエロジルＲＹ２００、Ｒ２０２、ジメチルシリル化剤で表面処理され、疎水化された
アエロジルＲ９７４、Ｒ９７２、Ｒ９７６、ｎ－オクチルトリメトキシシランで表面処理
され、疎水化されたアエロジルＲ８０５、トリメチルシリル化剤で表面処理され、疎水化
されたアエロジルＲＸ２００、Ｒ８１２（以上、商品名であり、日本アエロジル社製であ
る）及びメチルトリクロロシランで表面処理され、疎水化されたレオロシールＭＴ－１０
（商品名であり、トクヤマ社である）等が挙げられる。これらの疎水性シリカの比表面積
は、それぞれ１００±２０ｍ2／ｇ、１００±２０ｍ2／ｇ、１７０±２０ｍ2／ｇ、１１
０±２０ｍ2／ｇ、２５０±２５ｍ2／ｇ、１５０±２０ｍ2／ｇ、１５０±２０ｍ2／ｇ、
２６０±２０ｍ2／ｇ、１２０±１０ｍ2／ｇである。疎水性シリカの比表面積は、２０～
４００ｍ2／ｇであることが好ましい。
【００２０】
　２－シアノアクリレート系組成物におけるヒュームドシリカの好ましい含有量は、２－
シアノアクリル酸エステルを１００重量部とした場合に、１～３０重量部である。このヒ
ュームドシリカの更に好ましい含有量は、２－シアノアクリル酸エステルの種類、及びヒ
ュームドシリカの種類等にもよるが、１～２５重量部であり、特に好ましい含有量は２～
２０重量部である。ヒュームドシリカの含有量が１～３０重量部であれば、２－シアノア
クリレート系組成物の硬化性や接着強さ等を損なうことなく、磁性粉末の沈降を防止する
ことができ、作業性が良好な組成物とすることができる。
【００２１】
　本発明の２－シアノアクリレート系組成物には、上記成分の他に、従来、２－シアノア
クリル酸エステルを含有する組成物に配合して用いられているアニオン重合促進剤、安定
剤、増粘剤、可塑剤、着色剤、香料、溶剤、強度向上剤等を、目的等に応じて、組成物の
硬化性及び接着強さ等を損なわない範囲で適量配合することができる。
【００２２】
　アニオン重合促進剤としては、ポリアルキレンオキサイド類、クラウンエーテル類、シ
ラクラウンエーテル類、カリックスアレン類、シクロデキストリン類及びピロガロール系
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環状化合物類等が挙げられる。ポリアルキレンオキサイド類とは、ポリアルキレンオキサ
イド及びその誘導体であって、例えば、特公昭６０－３７８３６号、特公平１－４３７９
０号、特開昭６３－１２８０８８号、特開平３－１６７２７９号、米国特許第４３８６１
９３号、米国特許第４４２４３２７号等で開示されているものが挙げられる。具体的には
、（１）ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポ
リプロピレングリコール等のポリアルキレンオキサイド、（２）ポリエチレングリコール
モノアルキルエステル、ポリエチレングリコールジアルキルエステル、ポリプロピレング
リコールジアルキルエステル、ジエチレングリコールモノアルキルエーテル、ジエチレン
グリコールジアルキルエーテル、ジプロピレングリコールモノアルキルエーテル、ジプロ
ピレングリコールジアルキルエーテル等のポリアルキレンオキサイドの誘導体などが挙げ
られる。クラウンエーテル類としては、例えば、特公昭５５－２２３６号、特開平３－１
６７２７９号等で開示されているものが挙げられる。具体的には、１２－クラウン－４、
１５－クラウン－５、１８－クラウン－６、ベンゾ－１２－クラウン－４、ベンゾ－１５
－クラウン－５、ベンゾ－１８－クラウン－６、ジベンゾ－１８－クラウン－６、ジベン
ゾ－２４－クラウン－８、ジベンゾ－３０－クラウン－１０、トリベンゾ－１８－クラウ
ン－６、ａｓｙｍ－ジベンゾ－２２－クラウン－６、ジベンゾ－１４－クラウン－４、ジ
シクロヘキシル－２４－クラウン－８、シクロヘキシル－１２－クラウン－４、１，２－
デカリル－１５－クラウン－５、１，２－ナフト－１５－クラウン－５、３，４，５－ナ
フチル－１６－クラウン－５、１，２－メチルベンゾ－１８－クラウン－６、１，２－ｔ
ｅｒｔ－ブチル－１８－クラウン－６、１，２－ビニルベンゾ－１５－クラウン－５等が
挙げられる。シラクラウンエーテル類としては、例えば、特開昭６０－１６８７７５号等
で開示されているものが挙げられる。具体的には、ジメチルシラ－１１－クラウン－４、
ジメチルシラ－１４－クラウン－５、ジメチルシラ－１７－クラウン－６等が挙げられる
。カリックスアレン類としては、例えば、特開昭６０－１７９４８２号、特開昭６２－２
３５３７９号、特開昭６３－８８１５２号等で開示されているものが挙げられる。具体的
には、５，１１，１７，２３，２９，３５－ヘキサ－ｔｅｒｔ－ｂｕｔｙｌ－３７，３８
，３９，４０，４１，４２－ヘキサヒドロオキシカリックス〔６〕アレン、３７，３８，
３９，４０，４１，４２－ヘキサヒドロオキシカリックス〔６〕アレン、３７，３８，３
９，４０，４１，４２－ヘキサ－（２－オキソ－２－エトキシ）－エトキシカリックス〔
６〕アレン、２５，２６，２７，２８－テトラ－（２－オキソ－２－エトキシ）－エトキ
シカリックス〔４〕アレン等が挙げられる。シクロデキストリン類としては、例えば、公
表平５－５０５８３５号等で開示されているものが挙げられる。具体的には、α－、β－
又はγ－シクロデキストリン等が挙げられる。ピロガロール系環状化合物類としては、特
開２０００－１９１６００号等で開示されている化合物が挙げられる。具体的には、３，
４，５，１０，１１，１２，１７，１８，１９，２４，２５，２６－ドデカエトキシカル
ボメトキシ－Ｃ－１、Ｃ－８、Ｃ－１５、Ｃ－２２－テトラメチル［１４］－メタシクロ
ファン等が挙げられる。これらのアニオン重合促進剤は１種のみ用いてもよく、２種以上
を併用してもよい。
【００２３】
　また、安定剤としては、（１）二酸化イオウ、メタンスルホン酸等の脂肪族スルホン酸
、ｐ－トルエンスルホン酸等の芳香族スルホン酸、三弗化ホウ素ジエチルエーテル、ＨＢ
Ｆ4及びトリアルキルボレート等のアニオン重合禁止剤、（２）ハイドロキノン、ハイド
ロキノンモノメチルエーテル、ｔ－ブチルカテコール、カテコール及びピロガロール等の
ラジカル重合禁止剤などが挙げられる。これらの安定剤は１種のみ用いてもよく、２種以
上を併用してもよい。
【００２４】
　増粘剤としては、ポリメタクリル酸メチル、アクリルゴム、ポリ塩化ビニル、ポリスチ
レン、セルロースエステル、ポリアルキル－２－シアノアクリル酸エステル及びエチレン
－酢酸ビニル共重合体等が挙げられる。これらの増粘剤は１種のみ用いてもよく、２種以
上を併用してもよい。
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【００２５】
　可塑剤としては、アセチルクエン酸トリエチル、アセチルクエン酸トリブチル、アジピ
ン酸ジメチル、アジピン酸ジエチル、セバシン酸ジメチル、フタル酸ジメチル、フタル酸
ジエチル、フタル酸ジブチル、フタル酸ジイソデシル、フタル酸ジヘキシル、フタル酸ジ
ヘプチル、フタル酸ジオクチル、フタル酸ビス(２－エチルヘキシル)、フタル酸ジイソノ
ニル、フタル酸ジイソトリデシル、フタル酸ジペンタデシル、テレフタル酸ジオクチル、
イソフタル酸ジイソノニル、トルイル酸デシル、ショウノウ酸ビス(２－エチルヘキシル
）、２－エチルヘキシルシクロヘキシルカルボキシレート、フマル酸ジイソブチル、マレ
イン酸ジイソブチル、カプロン酸トリグリセライド、安息香酸２－エチルヘキシル、ジプ
ロピレングリコールジベンゾエート等が挙げられる。これらの中では、２－シアノアクリ
ル酸エステルとの相溶性が良く、かつ可塑化効率が高いという点から、アセチルクエン酸
トリブチル、アジピン酸ジメチル、フタル酸ジメチル、安息香酸２－エチルヘキシル、ジ
プロピレングリコールジベンゾエートが好ましい。これらの可塑剤は１種のみ用いてもよ
く、２種以上を併用してもよい。また、可塑剤の含有量は特に限定されないが、２－シア
ノアクリル酸エステルを１００重量部とした場合に、３～１２０重量部であることが好ま
しく、１０～１００重量部であることがより好ましい。可塑剤の含有量が３～１２０重量
部であれば、２－シアノアクリレート系組成物の硬化物に適度な柔軟性を付与することが
できる。
【００２６】
　本発明の２－シアノアクリレート系組成物は、２－シアノアクリル酸エステル、及び磁
性粉末の他、必要に応じて上記の成分を混合して、公知の方法で製造することができる。
２－シアノアクリレート系組成物を製造後、保管すると、組成によっては磁性粉末が沈降
する場合があるが、再度混合すれば使用することができる。
【実施例】
【００２７】
　以下に、実施例を挙げ、本発明を更に詳細に説明するが、本発明はかかる実施例に限定
されるものではなく、また、本発明の主旨を超えない限り、本発明に様々な改変や変更を
行うことが可能である。尚、下記において、部及び％は、特に断らない限り、重量基準で
ある。
【００２８】
　１．評価方法
（１）磁性粉末のメジアン径（ｄ５０）
　レーザー回折式粒度分布計で測定し、結果を体積基準で解析した。磁性粉末の粒径ｄ５
０の測定は、まず磁性粉末を脱イオン水に分散し、７０Ｗの超音波で２分以上処理を行っ
た後、レーザー回折式粒度分布計で測定し、結果を体積基準で解析した。
【００２９】
（２）組成物の安定性
　２－シアノアクリル酸エステルと磁性粉体を混合し、組成物製造時の安定性を評価した
。また、この組成物２０ｇをポリエチレン製容器に入れて、２３℃、５０％ＲＨ環境下で
保管し、液の流動性（貯蔵安定性）を評価した。評価結果は、流動性が保持されている日
数を示す。
【００３０】
（３）磁性粉体の沈降
　２－シアノアクリル酸エステルと磁性粉体を混合し、磁性粉体の沈降を目視で観察した
。また、この組成物２０ｇをポリエチレン製容器に入れて、２３℃、５０％ＲＨ環境下で
保管し、液と磁性粉体の分離状態を評価した。評価結果は、目視で分離が見られない時間
を示す。
【００３１】
（４）磁性
　ＡＢＳ（アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン）樹脂の板（縦５０ｍｍ×横２５ｍ
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～３０℃）下で硬化させた。この硬化物にネオジウム磁石（直径１０ｍｍ×厚さ１０ｍｍ
）を近づけて、結合の有無を確認した。○は結合したものであり、×は結合しなかったも
のを示す。
【００３２】
２．２－シアノアクリレート系組成物の製造方法
・実施例１
　２－シアノアクリル酸エチルに、二酸化硫黄を４０ｐｐｍ、ハイドロキノンを１０００
ｐｐｍ（２－シアノアクリル酸エチルを１００重量部とする）配合し、これにフェライト
系ステンレス鋼（大同特殊鋼社製「ＳＵＳ４１０Ｌ」、メジアン径６１μｍ、Ｃｒ；１２
．５７重量％、Ｎｉ；０．１０重量％、Ｍｎ；０．１４重量％、Ｓ；０．００３重量％）
１００重量部を配合して、室温（１５～３０℃）で１分間撹拌、混合して組成物を製造し
た。また、製造時の安定性及び貯蔵安定性、並びに磁性を評価した。結果は表１の通りで
ある。
【００３３】
・実施例２
　２－シアノアクリル酸エチルに、二酸化硫黄を４０ｐｐｍ、ハイドロキノンを１０００
ｐｐｍ（２－シアノアクリル酸エチルを１００重量部とする）配合し、これに増粘剤（ポ
リメタクリル酸メチル、分子量３０万）１０重量部を溶解した。この液に実施例１と同じ
フェライト系ステンレス鋼１１重量部を配合して、室温（１５～３０℃）で１分間撹拌、
混合して組成物を製造した。また、製造時の安定性及び貯蔵安定性、並びに磁性を評価し
た。結果は表１の通りである。
【００３４】
・実施例３～５及び比較例１～３
　２－シアノアクリレート系組成物の組成を表１～３のように代えた以外は、実施例１と
同様にして組成物を製造して評価した。用いた磁性粉末は以下の通りであり、結果は表１
～３に示した。
　ＳＵＳ４３０：大同特殊鋼社製　フェライト系ステンレス鋼　メジアン径６１μｍ
（Ｃｒ；１６．１５重量％、Ｎｉ；０．１２重量％、Ｍｎ；０．１６重量％、Ｓ；０．０
０３重量％）
　鉄粉：ＪＦＥスチール社製「ＴＫ-Ｈ」　メジアン径６５μｍ
　合金粉末：キンセイマティック社製「ＪＥＭＫ－Ｓ」　平均粒径２５μｍ（カタログ値
）
　酸化二鉄（III）鉄（II）：メジアン径７６μｍ
【００３５】
・実施例６
　２－シアノアクリル酸エチルに、二酸化硫黄を４０ｐｐｍ、ハイドロキノンを１０００
ｐｐｍ（２－シアノアクリル酸エチルを１００重量部とする）配合し、これに５重量部の
ヒュームドシリカ［日本アエロジル社製「アエロジルＲＸ２００」（商品名）］をディス
パーにより分散した。この液に実施例１と同じフェライト系ステンレス鋼１００重量部を
配合して、室温（１５～３０℃）で１分間撹拌、混合して組成物を製造した。また、製造
時の安定性及び貯蔵安定性、並びに磁性を評価した。結果は表２の通りである。
【００３６】
・実施例７～９
　２－シアノアクリレート系組成物の組成を表２のように代えた以外は、実施例６と同様
にして組成物を製造して評価した。結果は表２の通りである。
【００３７】
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【表１】

【００３８】
【表２】

【００３９】
【表３】

【００４０】
　表１、２の結果によれば、２－シアノアクリレート系組成物が、２－シアノアクリル酸
エステルに分散可能な磁性粉末を含有する場合（実施例１～９）は、貯蔵安定性が良好な
組成物とすることができる。また、得られた２－シアノアクリレート系組成物の硬化物は
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、磁性を有することを確認した。一方、表３に示されるように、比較例１～３の場合は、
２－シアノアクリレート系組成物を製造する際に固化し、使用することができなかった。
【産業上の利用可能性】
【００４１】
　本発明の２－シアノアクリレート系組成物は一液常温硬化型の組成物であり、様々な被
着体に磁性を有する部分を簡単に形成することができる。そのため、各種産業界の広範な
製品、及び技術分野において利用することができる。
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